
１　確認書の規定

２　別に定める期間の考え方

①　始期は、いずれかの県で最初に到来する２枚許可制の開始日とする。

②　終期は、①の許可満了日とする(３年間)。

　⇒許可の制限条件により規制するまでの間は、許可の自主規制等により中海で操業しないこととする。

○ イメージ　〔鳥取県が先に２枚許可制となる場合〕

　　
　 　　① 　 ②　

３　別に定める期間（中海で操業できない措置）の満了後の取扱いについて（案）

すくい網（いわし･さっぱ）
Ｈ２７．　９．　１～Ｈ３０．　８．３１

中海及び境水道における漁業に関する鳥取・島根両県協議会について

○協議会では、中海における漁業許可（中海における操業禁止措置）の方針について検討を行う予定
　　としております。

○平成２７年８月５日に標記の協議会の開催を予定しております。

Ｈ２8．　１．　１～Ｈ３１．１２．３１

先に２枚許可となる県

Ｈ２７．１１．　１～Ｈ３０．１０．３１

Ｈ２４．　９．　１～Ｈ２７．　８．３１

鳥取県

鳥取県

島根県

小型底びき網（貝けた･なまこけた）

いわし機船船びき網

別に定める期間
（上段現在、下段（案））

Ｈ２５．　１．　１～Ｈ２７．１２．３１

＜中海で操業できない措置について＞

　⇒操業禁止措置の延長及び解除は、水産試験場等の調査結果により資源状況を考慮した上で
　　 両県協議会の意見を尊重し、両県で決定する。

Ｈ２４．１１．　１～Ｈ２７．１０．３１

漁業種類

別に定める期間

許可証の操業区域 ×

自主規制で×
(許可上は○)

許可の制限条件により操業×

協議機関の意見を尊重し
両県で取扱いを決定

許可の制限条件により操業 ×

(経過措置期間)

従来の許可
鳥
取
県
漁
業
者

従来の許可

新許可(２枚許可)へ

“別に定める期間満了の２
月前をメドに検討､決定”

島
根
県
漁
業
者

中海及び境水道における漁業の許可等に係る確認書

第８条 第１条に規定する漁業のうち、小型機船底びき網漁業（かいけた網漁業、とり貝けた網漁業

及びなまこけた網漁業）、機船船びき網漁業（さより船びき網漁業、さより機船船びき網漁業、１そ

うびきいわし船びき網漁業及び１そうびきいわし機船船びき網漁業）及びすくい網漁業（すくい網漁

業、いわしすくい網漁業及びさっぱ雑魚すくい網漁業）については、両県は、中海の資源状況等を考

慮し、漁業の種類ごとに別に期間を定めて、許可の制限又は条件により中海で操業できない措置を

講ずるものとする。

第９条 前条の期間経過後、両県はそれぞれ中海の資源状況等を考慮し、必要があると認める場合は、

前条の措置を講じる期間を延長することができる。ただし、期間経過前において、前条の措置を講

じる必要がないと認める場合は、両県は、それぞれその措置を解除することができる。

２ 前項の取扱いは、協議機関における協議結果を尊重し、両県それぞれが決定する。

(経過措置期間)

〔許可の期間（３年間）〕

新許可(２枚許可)へ

○８月５日の協議会では、現在の中海の資源状況、漁業者からの聞取りを考慮し、中海で
操業できない措置を講ずる期間を引き続き３年間継続する方針で提案する予定としてい
ます。
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